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人数 割合 人数 割合 合計 割合
2002 。 。 。 。 。 。
2003 。 。 。 。 。 。
2004 1/11 1/1 2 2/11 
2005 4 4/11 3 3/1 7 7/1 
2006 2 1/11 1111 3 3/1 
2007 。 。 3 3/1 3 3/1 
2008 2 2/10 1/10 3 3/10 
2009 4 4/11 2 2/1 6 6/1 
2010 2 2/13 2 2/13 4 4/13 
2011 5 5/1 2 2/1 7 7/11 
2012 4 4/1 2 2/1 6 6/1 
改革開放後、 中国社会は物質生活の面で大きな発展を収めたが、生活の急速な変化は、価
値体系を以前のそれとは大きな隔たりのあるものへと変え、そして、し1かに共通認識を作り
出し、良好な社会秩序を維持するかは為政者が解決すべき問題なのである。ある種の道徳と
観念上の共通認識は、国民の素質の養成、社会的統合性に対して重要なものである。こうし
た一種の社会資本は、ただ宗教や文化伝統から提供され得るものである（陳明、2007）。伝
統価値体系は中華民族の財産であり、また極めて民衆を動員しやすい歴史的資源であり、
「忠」「信」「篤」「敬」「義」に代表される伝統的美徳は世を救う一種の良薬となる。これら
の社会問題が次第に耳目を集めるようになり 、義務教育の困窮、義を見て勇気ある行動をす
ることへの臨時、誠信質朴の欠如、親愛の情の希薄化など、こう した問題の解決において、
手本となる小人物は非常に人々を感動させやすい。彼らは平凡な一般人であり 、ときには一
種の卑近な存在であり、日常生活に近いものであり 、現実的に近付ける能力であり、深く知
ることで直接的に人々の内面に届き、教化作用をもたらすのである。ゆえに、『中国感動』
は国家のために巧妙にその意識形態を植え込み充分な弾性を持つ空間を提供し、 草の根の英
雄人物の表彰の背後には、依然と して、国家意識形態の「影Jが見えるのである。他の人の
家庭の話を見聞きする時、巧妙な方法で、ひそかに国家が仕向ける使命を完成させるのであ
る。
現代社会において、人の感情は次第に外部の社会的力 （組織、権力、資本）による統制下
に置かれるようになる。それと同時に、感情表情が次第にシンボルリックになり、感情の伝
達はますますマスメディアに主導され、単一方向の形式になっている。それも権力集団に利
用されやすくなった（王寧、 2000）。伝統的な宣伝形式が衰微する状況にあって、国家意識
形態は表現形態の刷新の導入を模索し、『感動中国』はまさに最も身体化、 感覚化、 親密化
の方式を採用し、放送と浸透性と高い発信力を実現する。また、構築されたひとつの儀式的
d馬崖L
人格化する国家と国家fヒする感動
な情景により、普段は潜在し、散在する感情を儀式としづ具体的時空の中で、引き起こされ
た感覚は容易に高揚した情緒的爆発へと転化し、このような爆発が強烈に販難辛苦や生死の
克服と感情の共鳴へと昇華させ、不断に、社区（コミュニティ）や国家、民族の集団への理
想とアイデンティティを引き起こし、社会的動員の名目となるのである。
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